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 夏休みが終わったのも束の間、学校行事が目白押

しで、生徒の皆さんは慌ただしく過ごしていると思

います。そんな中でも、皆さんが勉強や部活動、そし

て学校行事に全力で打ち込めるようにサポートして

いくので、一緒に頑張っていきましょう！！ 

 今回は、夏休み中の取り組みを紹介します。 

 

 

 

 

 

 和歌山県内外の高校生とアジア・オ

セアニアの国や地域の高校生が、共に

世界共通の課題についての意見交換・

プレゼンテーション・文化紹介を 2 泊 3 日の日程

で行いました。２B の大久保樹里さんが「防災カテ

ゴリー」の分科会で「小中高の学校でできる防災訓

練の方法」について英語でプレゼンをしました。ま

た、１G の皆さんはオーディエンスとして参加しま

した。世界的な議論を英語で交わすのは大変でした

が、様々な活動の後には、SNS などを通じてやり

とりを続けられる仲間ができたようです。来年も催

されるので、発表者として参加してみませんか？ 

本校は、世界の高校生が２０３０年に予想される

国際的な課題に向けて交流を深め、その解決を図る

ＯＥＣＤ日本イノベーション教育ネットワークに２

０１５年から参加しています。その集大成として８

月２日～４日に東京にて行われた「生徒国際イノベ

ーションフォーラム２０１７」に２H の荻原風花さ

んと小嶋菜月さんが参加しました。 

英語で本校の取り組みを発表したり、小グループ

でディスカッションしたりしたほか、最終日には宣

言のとりまとめに向け、国内外の約２４０人の高校

生が７グルー

プに分かれ、３

日間の活動を

踏まえた発表

と意見交換に

臨んだのち全

体フォーラム

を行い、「私た

ちのつながりを確

固たるものにし、地球全体のコミュニティーを作ろ

う」などとする大会宣言を行って閉幕し、それぞれが

またの再会を誓い合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際理解や異文化理解についての思いを英語で述

べる標記大会に、２H の菅田利佳さんが、近畿地区

代表として出場しました。東北・関東等各ブロック代

表９名がそれぞれの思いを発表し、結果、菅田さんが

最優秀にあたる外務

大臣賞を受賞しまし

た！！会場では彼女

のスピーチに感動の

涙を流す人も多く見

られ、受賞後は多く

の方々から祝福の言

葉をいただきました。なお、菅田さんは本受賞を受け

て、９月１３日に和歌山県知事より表彰されました。 

 

 

 

 

参加者の感想 

☆学校では、全然知らな

い生徒が挨拶をしてくれ

たり手を振ってくれたり

して嬉しかった。“微笑

みの国”と言われている

理由がわかった。 

☆タイの学生の中には、

日本語も英語も上手な人

もいて、自分も頑張ろう

と思えた。 

地方創生イノベーションスクール 2030 

生徒国際イノベーションフォーラム 

２H 菅田 利佳さん 

外務大臣賞 

（最優秀賞）受賞！！ 

日程：7 月 30 日～8 月 1 日 

場所：高野山・県民文化会館 

最後にみんなでハイチーズ！ 

こちらに 

大久保さん 

こちらは司会

の西岡先生 


